


























































































































































































































































3.昭 和 中期以 降の児童 の主体性 の 重視
最初に児童の主体性に関する表現が出てきた
のは、昭和44年の小学校指導書特別活動編であ














































































































































































































































































































































































































ことであ り、2つ 目は 「今回の修学旅行をただ
の一活動ととらえるのではなく、年間を通じた
自立と共生のための機会と考えている。ここで





















































場(披 露宴会場 ともなる)で あった。




































































分 まで作 らず、基本的には学校生活に準 じると
いう方向になった。 またその他の場面について
は常識的に判断しようということになった。特
























て、修学旅行には 厂楽 しさ」 という大 きな意味
があった。
そ う した時代背 景 に比べ る と、現代 は レ
ジャー全盛時代である。家族旅行や例えば日帰
りでディズニーランドに行 くことは、当たり前































も、学級ごとに行 き先 を決定 し、宿泊先をいく




































































(2)宮川八岐 『遠足 ・修学旅行 ・自然教室のベス ト
アイディア』.明治図書.2001年
